
〔 講 演 ス ケ ジ ュ ー ル 〕

日本企業が国際カルテル事案に関連して米国や欧州で課された罰金額・制裁金額が巨額化しているだけでなく、禁固刑
等実刑判決の内容も厳格化していることが近時の顕著な傾向です。今後もグローバルに活動している日本企業が、米国
及び欧州の競争当局から厳格な取締りを受けることが予想され、当該日本企業にとっては、国際カルテル事案への具体的
な実務対応を把握しておくことが喫緊の課題です。
本セミナーでは、世界最大の法律事務所であるベーカー＆マッケンジー法律事務所のグローバルアンチトラストグループ
にてパートナーを務める井上朗辯護士から、国際カルテル事案が増加している背景のみならず、Dawn Raid（事前通告
無く、立入調査が入る調査手続）への対応や調査における電子情報の重要性等カルテル事案への実務的な対応方法につ
いて現場での経験を踏まえてご説明致します。
また、AOSリーガルテックの佐々木社長からは、カルテルなどの調査事案に使用される最先端のリーガルテクノロジーに
ついてご説明致します。
ご多忙とは存じますが、皆様のご参加をお待ち申し上げております。

レクシスネクシス・ジャパン株式会社／ビジネスロー・ジャーナル主　  催

経営者、役員、法務・コンプライアンスに携わる方々など対 象 者

AOSリーガルテック株式会社後　  援
同社はマルチデータを保存、移行、消去、復旧するデータ管理ソフトウェアなどを研究・
開発し、データ管理ソフトのファイナルシリーズ【Finaldata.jp】、パソコンやネットのログ
を管理する【ログ管理.jp】、ネットを生産的に活用するためのインターネットサポート＆サー
ビス【ISS.jp】、およびデータ復旧サービス【Data119.jp】や、デジタル法務関連のe法
務フォレンジック【eLaw.jp】【FSS.jp】などのサービスを提供。http://aos.com/ja-jp/

50名 ※お申込み者が定員を超えた場合は、抽選とさせて頂きます。予めご了承下さい。
※同業他社・競業する企業と判断した場合は、お申込みをお断りする場合がございます。定　  員

無　料 ※事前のお申し込みが必要です。参 加 料

Seminar Information

国際カルテル事案への
実務対応 調査における電子情報の重要性

及び実際の調査に活用される
リーガルテクノロジー

大手町駅 日本橋駅永代通り

髙島屋

●チケットショップ

●三井住友銀行

●日興コーディアル証券

●みずほ銀行

TKP東京駅前
カンファレンスセンター
（石塚八重洲ビル4F）
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TEL：03-5787-3511　E-mail：seminar@lexisnexis.co.jp
レクシスネクシス・ジャパン株式会社　ビジネスロー・ジャーナル セミナー担当

問 合 わ せ 先

JR 線 『東京駅』八重洲北口 徒歩1分／東京メトロ東
西線『大手町駅』B9出口 徒歩3分／東京メトロ銀座線 

『日本橋駅』A3出口 徒歩3分

ア ク セ ス

東京

会場：TKP東京駅前カンファレンスセンター
東京都中央区八重洲1-5-20 石塚八重洲ビル4F

14：30～17：30（受付開始14：00）

2013年 日　　時

9月18日〔水〕

1

60分時 間

AOSリーガルテック株式会社
代表取締役社長

佐々木隆仁 氏
Takamasa Sasaki

89年早稲田大学理工学部卒業後、大手コンピューターメーカーに入社
し、OSの開発に従事した後、95年に独立。AOSテクノロジーズ社を立
ち上げ、リーガルテクノロジーを中心とした事業を推進。00年よりデータ
復旧ソフト「ファイナルデータ」を発売し、01年日経優秀製品・サービス
賞優秀賞日経産業新聞賞受賞。01年データ復旧サービス「Data119.
jp」を開始する。02年米国支社を設立し、法務IT 推進会を発足。03年
よりデジタルフォレンジック事業に注力。10年、11年、12年、13年に
BCN AWARDシステムメンテナンスソフト部門最優秀賞受賞。著書に

『2000年対応あなたのパソコンが誤作動しないための本』（共著）（か
んき出版、1999）、『デジタルデータは消えない』（幻冬舎、2011）など
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「国際カルテルなど調査事案に活用される
 リーガルテクノロジー」
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60分時 間

ベーカー＆マッケンジー法律事務所
（外国法共同事業） 辯護士　　

井上　朗  氏
Akira Inoue 

10年以上にわたり、クロスボーダー性の高い独占禁止法・競争法案
件に一貫して対応してきており、これら分野では国内外の企業及び政
府関係者から高い評価を受けている。ベーカー＆マッケンジーGlobal 
Antitrust GroupのAbuse of Dominance Task Force及びAsia 
Pacific Competition Group、並びに東京事務所独占禁止法グループ
の運営委員を務める。多数の出版物を手掛け、また、多数のセミナーに
講師として参加。当事務所に入所する以前は、国内大手法律事務所
に勤務。上場企業の役員を務めた経験も有する。"Chambers Asia"に
おいて独占禁止法分野の「Leading Individual」に選出される。
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「国際カルテル事案における電子情報の
  重要性について」
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同会場にて懇親会を予定しております。
講師やセミナー参加者との情報交換の場としてご活用ください。

※ご退出も自由でございます。

懇 親 会

レクシスネクシス　セミナー 検索

お申込はこちらをクリック
http://www.lexisnexis.co.jp/seminar/index.html#seminar20130918


